
表9.1 第二次スクリーニング計画調査結果一覧
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T-001 大字野上下郷 駐車場 131 7.0 20.0 20.0 2.0 2.0 ― × 除外 ― ―
ガイドラインに示される盛土の高さが5m未満であることから腹付け型の
地形条件に該当しない。
したがって、大規模盛土造成地から除外するものとする。

H-002 大字野上下郷 住宅地 91 5.5 16.0 20.0 2.0 2.0 ― × 除外 ― ―
ガイドラインに示される盛土の高さが5m未満であることから腹付け型の
地形条件に該当しない。
したがって、大規模盛土造成地から除外するものとする。

H-003 大字井戸 民間施設跡 S39～ S44 1,452 31.0 71.0 24.9 7.2 5.4 〇 腹付 1.40 中 0 0 × × × × × × 〇 × × × × × × × × 〇 × × 有 急 有 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無

可
能
性
有

無
不
明

不
明

不
明

すべり崩壊 A2

ガイドラインに示される腹付け型の地形条件に該当する。
盛土前面の法面が30°以上と急であることから「標準的な形状と構造」
に該当しないと判断した。ただし、現状盛土地に変状、湧水は認められ
ない。盛土上に人家がなく、また下流側影響範囲に住宅がないことから
直ちに二次スクリーニング調査を行うものとはせず、変状等の発生につ
いて「経過観察」とし、変状が発生した際に直ちに調査が実行できる体
制をとるものとする。

T-004 大字長瀞 盛土なし ー ― ― ― ― ― ― ― 除外 ― ―
現地踏査の結果盛土造成地が存在しない。
したがって、大規模盛土造成地から除外するものとする。

T-005① 大字長瀞 駐車場 510 12.0 32.5 30.0 2.0 2.0 ― × 除外 ― ―
ガイドラインに示される盛土の高さ5m未満であることから腹付け型の地
形条件に該当しない。
したがって、大規模盛土造成地から除外するものとする。

T-005② 大字長瀞 商業用地 772 86.0 11.0 2.0 4.0 3.0 × ― 除外 ― ―
段丘面上の谷地形を埋め土しているが、面積が3,000m2未満であり谷埋
め型に該当しない。
したがって、大規模盛土造成地から除外するものとする。

T-005③ 大字長瀞 住宅地 878 21.0 66.0 10.0 7.0 7.0 ― × 除外 ― ―
ガイドラインに示される盛土の地山の傾斜が20°未満であることから腹
付け型の地形条件に該当しない。
したがって、大規模盛土造成地から除外するものとする。

T-006 大字長瀞 プール跡地 S50～ S57 4,802 114.0 63.0 4.4 8.6 6.0 〇 谷埋 0.36 小 0 0 × × × × × × × × × × × × × × × ○ 〇 × 有 適 有 適 有 〇 × × × × 適 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無

可
能
性
有

無
不
明

不
明

不
明

すべり崩壊 C

ガイドラインに示される谷埋め型の地形条件に該当する。
標準的な形状と構造の盛土地であり、変状や湧水が認められない。
盛土上に人家がなく、また下流側影響範囲に住宅がないことから直ちに
二次スクリーニング調査を行うものとはせず、変状等の発生について
「経過観察」とし、変状が発生した際に直ちに調査が実行できる体制をと
るものとする。

T-007 大字野上下郷 住宅地 S49～ S57 10,361 186.0 115.0 7.9 25.5 3.4 〇 谷埋 7.70 大 17 0 × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 × 無 有 ○ × 〇 × × 適 有
8～
17

有 有 有 有 無 有 無 無 無 無 有 無
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性
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すべり崩壊 A1

ガイドラインに示される谷埋め型の地形条件に該当する。
ひな壇の傾斜がいずれも5°以上あり、ひな壇の傾斜は急と評価される
擁壁、宅盤、道路に変状が多数発生している
変状範囲から盛土造成地範囲を見直しした
旧地形が不明確であることから、第二次スクリーニング調査において簡
易地盤調査等による盛土範囲、厚さを確認し、盛土の安定性を評価す
ることとする

赤字： 大規模盛土造成地の条件を満たしていない
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